
















































































検索語 1986～1995 1996～2005 2006～2015
人気が高か 130 266 666
人気が高く 237 842 890
人気が高い 833 2850 2890
人気が高け 1 3 4
人気が高き 0 0 0








18871926 19261949 19501969 19701985 19861995 19962005 20062015
高3
人気が高い 1201 3961 4450
人気高い 1 4 11 28 304 245
合計 1 0 4 11 1229 3991 4474
％ （100） 0 （100） （91.7） 97.3 98.3 98.3
大
人気が大きい 1 6 3
人気大 1
合計 0 0 0 0 1 7 3
％ 0 0 0 0 0.07 0.17 0.07
強
人気が強い 2 1 2
人気が根強い 21 50 64
人気根強い 1 8 12 7
合計 0 1 31 63 73
％ 0 0 0 （8.3） 2.5 1.6 1.6
幅広
人気が幅広い 1
合計 0 0 0 0 1 0 0
％ 0 0 0 0 0.07 0 0



























































































18871926 19261949 19501969 19701985 19861995 19962005 20062015
高
高い人気 1 1 152 371 460
高人気 1 21 31 3
最高人気 3 1 1
合計 0 0 1 2 176 403 464
％ 0 0 20.0％ 14.3％ 22.4％ 24.1％ 29.5％
大
大きな人気 1 17 25 19
大した人気 1
合計 1 0 0 1 17 25 19
％ 25.0％ 0.0％ 0.0％ 7.1％ 2.2％ 1.5％ 1.2％
強
強い人気 1 13 5 4
根強い人気 3 11 506 1068 989
合計 1 0 4 11 519 1073 993
％ 25％ 0％ 80％ 79％ 66％ 64％ 63％
広
広い人気 1 2 1
幅広い人気 71 167 96
合計 0 0 0 0 72 169 97











































































高まる高める 2 13 14 696 1444 1959
％ 40.0％ 15.1％ 7.9％ 38.0％ 42.5％ 53.6％
上
上がる上げる 4 2
上昇（する） 7 105 449 509 435
人気が上向く（上向きになる） 1 2
合計 1 11 109 449 509 435
％ 20.0％ 12.8％ 61.6％ 24.5％ 15.0％ 11.9％
広
広がる広まる 2 51 178 395
％ 1.1％ 2.8％ 5.2％ 10.8％
集
集まる集める 5 1 55 34 595 1205 840
集中（する） 1 1 7 18 34 51 21
合計 6 2 62 52 629 1256 861
％ 100.0％ 40.0％ 72.1％ 29.4％ 34.3％ 37.0％ 23.6％
増
増す増える増 3 9 1
人気が増大増加（する） 4 2 2
合計 7 11 3
％ 0.4％ 0.3％ 0.1％
























18871926 19261949 19501969 19701984 19861995 19962005 20062015 合計
低い 1 16 39 19 75
低下 2 1 56 64 34 157
低迷 5 55 206 195 461
低調 1 3 4
低落 2 49 50 101
合計 0 0 3 6 129 359 301 798
9「上昇（する）」の対義語は「下降下落（する）」などが適当であると思われるが，中核的な意味が対立す
ると考えて，ここでは「低下」をあげた。「人気が下がる」「下降下落」なども用例があるが，ここでは割
愛する。
10『現代雑誌九十種の用語用字』，『中学校教科書の語彙調査』（社会理科），『高校教科書の語彙調査』（社会
理科）によるもの。
7.まとめ
「人気」のプラス方向への大きさを表す語は，形容詞類の述語では「高い」が現代では100％に近
い使用率であることがわかった。一方，修飾語や動詞類の述語にはゆれがあることが指摘できる。
今後は，「関心」「価値」などの語や，接辞「性」「力」などを伴う語について，どのような使用実
態があるかを明らかにしたい。
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